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超伝導オンチップ・フィルターバンクは、「観測可能帯域に比して実際に同時観測している帯域が狭い」あるい
は「広帯域なスペクトルが得るにはスキャンが必要」という、既存のミリ波サブミリ波分光観測機器の弱点を打
開し、数 100 GHzの超広帯域を真に周波数空間で同時に分光することを志向する新技術である。我々は、超伝導
オンチップ・フィルターバンク分光器DESHIMAをASTE望遠鏡に試験搭載し、同技術を用いた世界初の天体ス
ペクトルの検出に成功した。この実験で使用したチップは 330-370 GHzの帯域を 49チャンネルで分光すること
ができ、この周波数帯ではすでに他に類を見ないほど広い同時観測帯域を実現した。今後数年のうちにはチップ
と光学系の拡張でさらに 1桁広い 240-720 GHzの同時観測（ほぼALMAバンド 6, 7, 8, 9の全帯域に相当）を実
現し、ミリ波サブミリ波 panchromatic天文学を展開する計画である。本講演では 2017年 10-11月にDESHIMA
をASTE望遠鏡に搭載した際の各種性能評価について報告するほか、次回の観測セッションを念頭に、桁違いな
超広帯域分光技術の出現による観測的研究の展望について、日本天文学会の観測天文学者と議論を深めたい。


